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１．はじめに 

わが国の地方自治制度は、幾多の変遷を重ねてきたが、平成 12 年に地方分

権一括法が施行されたことにより、地方議会においては組織の自己決定権を尊

重し、議会の活性化及び公開を図って、開かれた新しい議会運営や議会組織を

構築することが強く求められている。 

大府市議会では平成 15 年にその対応のための検討が行われ、その結果議員

定数の見直し等も実施されてきているが、その後４年を経過しようとしている

今は当市を取り巻く状況も大きく変化している。特に本年３月の知多北部法定

合併協議会への移行についての議案の取扱いについては慎重な審議が行われ、

結果としては否決され関係市町には大きな影響を与えたのは事実である。また、

前年度から議会活性化に向けて引き続き協議していく必要があるとの報告の

もとに、議会の議員定数と活性化について今一度検討すべく、会派代表者会議

での調整を受け、平成 18 年５月 10 日に７人の委員をもって構成する「議員定

数問題等検討協議会」が設置された。 

以来、県内外各市の状況等を参考として、当市議会の議員定数や資質向上の

問題はどうあるべきかについて、協議を進める中、講演会を開催し、慎重に調

査研究をしてきた。ここにその経過と結果について報告する。 

 

２．協議会の開催状況（定数関連分） 

第１回 平成１８年 ５月１０日 

    ①会長、副会長の選出について 

②今後の日程について 

 

第２回 平成１８年 ５月３１日 

    ①今後の進め方について 

 

第３回 平成１８年 ６月２７日 

    ①議員定数について（検討資料について） 

 

第４回 平成１８年 ８月２１日 

    ①議員定数について（検討資料の報告について） 

 

第５回 平成１８年１０月１７日 

    ①議員定数について（各会派からの報告） 

 

第６回 平成１８年１１月 ２日 

    ①議員定数について（各会派からの報告） 
 

第７回 平成１８年１１月 ８日 

講演「分権時代における市議会のあり方について」 
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第８回 平成１８年１１月１４日 

    ①議員定数について（各会派からの報告・まとめ） 

 

第９回 平成１８年１１月２１日 

    ①報告書に 

ついて 

 

３．まとめ 

当市議会の議員定数は、平成３年３月に 30 人から 28 人へ、平成 10 年９月

に 26 人へ、さらに平成 15 年３月には 22 人へと定数を削減させてきている。

この間、当市議会は常に市勢の発展と市民生活の向上にむけて鋭意努力してき

た。 

一方、平成 12 年施行の地方分権一括法により、地方分権の推進が図られ、

国と地方とが対等・協力の関係になり、新しい行政システムを構築するため、

地方行政の整備が行われてきている。その中で、地方議会のあり方は大きく変

化し、その役割はますます大きくなってきた。すなわち、住民の目線に立ち、

自主・自立性を高め特色ある地域づくりの実現のため、開かれた新しい議会運

営や議会組織の構築が求められている。 

当協議会は、分権時代における議会運営のあり方や、県内 34 市の議員定数

の現状等を参考に議論を重ねた結果、地方分権による議会の役割と責任の明確

化が求められていることから、議員も自らが議会のあり方を示すべきであると

して、多くの意見が出された。 

議会の質の向上に対する議論の中では、複雑になる行政へのチェック機能や、

市民の要望に応えるための政策形成能力などの必要性について数多くの意見

が出された。 

定数に対しては、アンケート調査による市民の意見を考慮したり、行財政改

革の一翼を担うべきなどの理由により現在の定数 22 人から削減すべしとの意

見が２会派（市民クラブ・公明党）、市の人口は増え、行政需要は増大してお

り、地方制度調査会や市議会議長会等での定数についての見解の変化を踏まえ、

議会として多くの役割を果たすためには削減すべきではないとの意見が１会

派（日本共産党）、定数削減と現状維持で意見のまとめに至らなかった会派が

１会派（自民クラブ）とさまざまな意見が出された。 

以上が当協議会の調査検討結果であり意見の集約には至らなかったが、市民

の市政に対する期待はますます大きくなってきている中、行政には限られた財

源で行政需要に的確に対応し、より効率的な運営が望まれている。 

当市議会としても自ら姿勢を正し、市民に理解の得られる議会運営を行う上

でも、議員一人一人の資質向上の努力を議会の意志とするよう申し添え報告の

結びとする。 
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